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栃木市都賀総合支所 別館大会議室 

 

 

都賀地域まちづくりセンター 



別記様式 

会 議 録 

会議の名称 令和６年度第１回 都賀地域会議 

開催日時 令和６年４月２３日（火）１９時００分 開会 ２０時３０分 閉会 

開催場所 都賀総合支所２階大会議室 

出席者氏名 別紙１のとおり 

欠席者氏名 別紙１のとおり 

事務局職員職氏名 別紙１のとおり 

その他出席者等 別紙１のとおり 

会議事項 別紙２のとおり 

会議の公開又は 

非公開の別 
公開 

傍聴人の数 ０人 

その他必要事項  

会議の経過 

発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

１ 開会 

１９時００分事務局より開会を宣言。 

都賀地域会議委員総数１５名中１１名出席と報告。 

  地域づくり推進条例第９条第２項の要件を満たすため、本会議の成立

を宣言する。その後、１名遅れて出席となり１２名出席。 

 

２ あいさつ 

  都賀地域会議 大塚会長 

  地域振興部  佐山部長 

  （各地域会議の巡回あいさつのため途中来所 ２０時００分） 

 

３ 議事 

(１)自主防災組織補助金（活動補助金）の拡充及び防災士の資格取得費の

補助について 

事務局に説明を求める。 

〈説明〉 

別紙チラシにて危機管理課からの情報提供である。 

情報提供とのことなので、議事(１)については終了です。 

(２)地域会議の運営について 

〈説明〉 
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会長 

 

 

 

A 委員 

 

 

 

 

 

事務局に説明を求める。 

現在の状況と今後のスケジュールについてお話しする。 

令和６年度にてスケアードストレートを提案しており、令和７年度につ

いては、５１７万５千円の限度額となっている。 

６月ごろには内容を決定したいと思っている。 

資料１に基づいて説明する。 

前回の提案事業アンケートにつがまちづくりセンターの意見を記載した

内容となっている。 

・№３０ 上位点数１９点 「複合施設開庁に伴う記念講演イベント」 

・№１２ 上位点数１２点 「特産品によるつがの里活性化」 

・№ ６ 上位点数 ８点 「都賀地域の歴史や文化財を盛り込んだパ

ンフレット及びＰＲ動画」 

・№１９ 上位点数 ８点 「つがの里の井戸掘り」 

・№ ９ 上位点数 ６点 「都賀町の文化財めぐり」 

以下、点数が低かった提案については記載のとおりである。その中でも

事務局として、地域提案に合致しているものについて申し上げる。 

・№ ８ 「都賀地域の郷土を学ぼう」 

・№１１ 「つがの里のハス池整備」 

・№２２ 「つがの里ＰＲ看板設置」 

・№１７ 「つがの里ふれあいの森整備」 

・№２０ 「つがの里バーベキュー整備及びつがスポーツ公園整備」 

・№ ４ 「人形劇『くぐつ』の講演拡充」 

プラス、スケアードストレイトが小中学校が一周したので、再度、児

童・生徒を対象にするか、又は、高齢者を対象にするかも踏まえて、ス

ケアードストレイトについてもご検討いただく。 

以上 

〈質問・意見〉 

 事務局の説明を受けて、委員に質問・意見を求める。 

№３０の「複合施設開庁に伴う記念講演イベント」については、「まる

まるまるごとつがまつり(以下、まるつが）」とタイアップできないかとの

意見があり、ネットーワーク『つが』にて企画をお願いしている。経過を

お聞きしたい。 

 事務局にお骨折りいただき、３０自治会にアンケートを行った。結果、 

８割が、まるつがの実施を望んでいる。場所については、新庁舎前が理想

であるが、無理ならつがの里・スポーツ公園が良いとの意見もあった。 

 また、抱えている問題・課題について聞いたところ。共通して、人員不

足！新規会員がいない！継続が難しい！何をするにも参加者が少ない！と

の意見が多かった。踏まえて、以前のまるつがのやり方は、事務局いわゆ
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A 委員 

る都賀支所の職員が運営から実施、当日の割振りや張付きのほぼ全般をま

かなっていた。この形態で新たにイベントを行うとなれば、事務局の人員

少数の中、企画・運営は実行委員の絶大な力が必要となる。また、シルバ

ー人材の費用もかかっている。 

今後は、費用の掛からない、地域のみんなが楽しめ、なおかつアンケー

トにもあったように、人員不足のなか、地域団体にどのように参加いただ

くかを考えなくてはならない。 

例えば、文化協会や体育協会の得意とする分野が、来場者にポイント制

のそれぞれのブースを設けるとか、地域防災に繋がる、消防団によるポン

プ車の放水ブースなど、今までとは違ったまるつがを模索している段階で

ある。 

 まるつがの中に、開庁記念イベントや記念講演会を組み込むことは可能

か。 

一つのものに対し、だれが、どこに、だれに、どの程度、人数、依頼先

等の詳細な事が決まってい行て、趣旨にかけ離れていなければ、どのよう

なものでも、同時開催は可能と思われる。 

先日の花彩祭も人員不足は否めないものの、ボランティアの皆様のお力

添えにより、成功したと思われる。 

開庁に伴う落成式と合わせられるのか。 

落成式は令和６年度、本年度に行うので予算措置ができない。 

まるつがはＪＡの収穫祭を兼ねて１０月、１１月頃に開催していたも

の。開庁時期直近に合わせるのであれば、まるつがとは別に記念講演の開

催を考えなくてはならない。 

 

議 事 中 断 

 

・・・ 佐山地域振興部長あいさつ ・・・ 

 

議 事 再 開 

 

文化協会が令和７年度で５０周年を迎える。プロの演奏者を迎えた地域

住民参加型の音楽会も考えている。地域への貢献として、情報提供させて

いただく。 

文化協会でも５０周年の予算措置はしてあるのか。 

予算は確保している。詳細は決まってないが、文化祭とまるつがを一緒

にできれば良いなと思う。 

井戸掘りプロジェクトについてはいかがか。 

市の公園緑地課の管轄であり、地域予算として踏み込むには限界があ
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る。ただし、防災拠点として、ぜひとも実現したいと思っているので、地

域会議とは別に働きかける。 

また、以前、合併直後に、つがの里利活用研究会が発足され、さまざま

な意見が出され、かなり突っ込んだ大きな政策も話合いされたが、公表さ

れぬまま終了してしまった。今回のアンケートの中ではつがの里関連の提

案が多い。それだけ、「つがの里」に関心があるということ。継続して提

案していくべきと思う。 

都賀町の文化財巡りの冊子を改訂し全戸配布を押したいがいかがか。 

ペーパーレスの観点からも、市のホームページでのＱＲコードの読み取

りで十分かと思う。 

広報誌ですら見ない人が多い中、お金をかけて小冊子を作成するのはい

かがなものか。であれば、ウォークラリー形式でつがの里を拠点に自分の

目で見て文化財巡りをすれば、実体験として効果と親子参加型が望めると

思う。 

ウォークラリーは大変有効な事業と思う。景品も配れる。 

ＱＲコードの話しがでたが、ウォークラリーにて各名所にＱＲコードを

設け専門的な業者に委託し、現ホームページと合わせ整理はできると思わ

れる。 

アンケートの結果を基に、上位から話し合わないと、絞り込まないと先

に進まない。 

いただいた提案では多すぎるため、次回の会議で事務局で具体的な数字

としての予算が示せる事業に絞っていただきたい。 

№３０の「複合施設開庁に伴う記念講演イベント」は点数も上位なだけ

に、提案するとして、№１２の「特産品によるつがの里活性化」はどう

か。 

朝市を定期的に開催したらどうかとの意見が出ているが、では、だれ

が、どのようにやるか？売り買いの販売がかかわってくるので、内容がし

っかりしていないと、事務局も試算できなく提案しづらいだろう。 

とりあえずは、現在の特産品部会の方々に頑張っていただきたい。 

№６「都賀地域の歴史や文化財を盛り込んだパンフレット及びＰＲ動

画」については、パンフレットはいらないだろうと意見も出たが、再度皆

様より、意見を聞きたい。 

この提案は、都賀町の再発見の意味もあるので、大切な事業であると考

える。花まつり、ハスまつりを経験して、やはり、紙媒体のものも必要と

感じたため、パンフレットとＱＲコードでのＰＲ動画の両方作ったらどう

か。若い人と高齢者をつなぐ媒体として有効と考える。 

パンフレット、動画作成については、プロの業者に委託することにな

る。ものによって、予算が決まる。 
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会長 

つがの里について先ほど石本委員がおっしゃった、定期的な話し合いを

する、つがの里利活用委員会のようなものがあれば良いと思う。 

花まつり、ハスまつりの企画段階で、いろんな提案が出た。しかしなが

ら、減少する支所の職員数では、大変な思いをしても、やりきれない。限

界がある。パンフにしても動画にしても、事務局に一切任せるのではな

く、作りたいと思う人が、チームを作り意思決定をし、分からない部分の

み事務局に聞いて調べてもらう。といった手法で進まないと記念講演イベ

ントも何一つ実現できないと思う。 

今現段階で、提案ごとのチーム編成は無理だと思う。とりあえず絞った

事業の予算を算出し、余ったら別の事業に回す。意見とすればできれば№

２０の「つがの里バーベキュー整備及びつがスポーツ公園整備」を押した

い。 

 

まずは、№３０の「複合施設開庁に伴う記念講演イベント」をメインと

捉え、なにをやりたいか？芸能人ならだれ？そのほか本日出た中で、パン

フや動画はどのタイプの冊子が作りたいのか。動画なら何分くらいなどが

妥当などの具体的なご意見をいただきたい。要は事務局が予算の算出がで

きる材料としてのご意見を次回の会議までに提出していただく。それで、

予算の残が出れば、現段階で事務局として算出できそうな部分をお示しす

るので、優先順位をつけていただき、予算算出に時間を要すると思われま

すが、３回目４回目の会議で提案事業を決定したいと考える。 

新庁舎の市としての式典はやるのか。 

オープン前に落成式とした式典は考えている。行政としてのイベントは

考えていない。 

パンフレット作成のチーム編成についてはどうか。 

様々な分野や子どもたちにもプロジェクトとして入ってもらい大きくな

れば、それなりのお金がかかるであろう。そこに地域予算を注ぎ込む利点

はあると思う。作るとなれば、まかせっきりは良くない。 

地域会議のメンバーに都賀に詳しい方、学識経験者も踏まえ、専門の方

の協力がないとできない。 

メンバー構成は次の段階で良いと思う。 

事務局の№３０をメインにした進め方でで良いと思う。 

№１９の「つがの里の井戸掘り」はどうか。 

井戸掘りプロジェクトとのことであるが、どうやって予算をかけるのか

わからない。 

これは、防災を兼ねてあえて提案してみた。公園緑地課であり管轄外と

の事なので、個人的に進めているので外してもよい。 

№２０の「つがの里バーベキュー整備及びつがスポーツ公園整備」につ
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いてはどうか。スポーツ公園の整備については、設備の更新時期に合わせ

整備すると聞いていた。 

更新時期はいつになるかわからない。現状は利便性が悪い。特にトイレ

が和式であり、いくつかトイレの修繕は必要と思われる。多額の費用はか

かると思われる。大まかな算出をしてみる。 

 では、事務局案の№３０をメインにした進め方でで良いか。 

 了承。 

以上で本日の議題はすべて終了したため、進行を事務局に移す。 

 

４ その他 

 皆様から何かあるか。 

質問・意見なし。 

（１）会議録の確認について 

 修正なし。 

（２）次回の会議について 

 ５月２８日（火）午後７時より 同会場にて開催予定。また、それまで

に事前アンケートの提出を全委員に依頼する。 

 

５ 閉会 

以上で本日の会議は終了とする。 

──閉会── 

（会議終了時刻 午後８時３０分） 

 

 

 



別紙１ 出席者及び事務局 

 

出席者（委員） 

会 長 大塚 紀通 

副会長 辻原 正信 

委 員 茅島 淳二 

委 員 相田 美由紀 

委 員 郡司 敦 

委 員 直井 茂 

委 員 飯嶋 かおる 

委 員 石本 俊光 

委 員 関口 精一 

委 員 髙野 和枝 

委 員 篠﨑 正美 

委 員 山本 文彦 

 

欠席者（委員）  

 委 員 早乙女 英利 

委 員 田島 富美子        

委 員 中島 美和 

 

事務局 

島田 和行  （都賀地域まちづくりセンター所長） 

斉藤 友良  （都賀地域まちづくりセンター課長補佐） 

岡部 学   （都賀地域まちづくりセンター課長補佐兼係長） 

 

その他出席者 

佐山 祥一  （地域振興部長） 

 

 



別紙２ 会議事項 

 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 議 事 

  (１)自主防災組織補助金（活動補助金）の拡充及び防災士の資格取得費の補助について 

  (２)地域予算提案制度の検討について 

４ その他 

（１）会議録の確認について 

（２）次回の都賀地域会の開催について 

令和６年５月２８日（火）午後７時～ 都賀総合支所 大会議室 

 

配付資料一覧 

令和６年度第１回都賀地域会議次第 

危機管理課からの情報提供チラシ（自主防災組織補助金の拡充・防災士の資格取得費の補助） 

資料① 令和６年度（令和７年度実施分）地域予算提案事業（案） 


